
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和とくらしを守る北九州市民の会発行「くらしと福祉・北九州」誌 263号より転載 

生活保護利用者の皆さんへのお願い 

第 29 号の 2 面 

 生活保護費が 2013年～2015年までと、2018年～2020年までの 6回（年）引き下げられました。そのため生活

保護を利用している皆さんにとっても、また、生活保護費を基準に定められた様々な福祉施策の利用者にとって

も、生きづらい世の中になっています。小倉生健会も全国の皆さんと一緒に、生存権裁判をたたかっています。 
 

 同時に、生活保護制度をキチンと活用して、今の国でさえ認めている生活保護利用者の「最低限度の健康で文

化的な生活」水準を確保しましょう。そのために、次の３点をお願いします。 

■お願い２ 気軽に「一時扶助」申請を 

「一時扶助申請書」は、保護課の窓口に置いてあり

ます。「しおり」には、役に立つ「一時扶助」が詳し

く書かれています。大いに申請し活用しましょう。 

●分かりにくいことや、疑問については 

小倉生健会にご連絡ください。 

電話：090－1361－0876 八記博春 

■お願い３ 「決定書」は保管して 

保護課からの書類、すなわち「○○決定通知書」な

どの書類は、必ず整理して保管して下さい。 

 通知書は、北九州市からあなたへの公文書です。安

倍内閣のようにすぐに廃棄せずに保管しましょう。 

保護費がキチンと支払われているかどうかをあと

で検証することもできます。 

■お願い１ 「生活保護のしおり」を読んで活用を 

下記の「生活保護のしおり」（全 21ページ）をキチ

ンと読んでください。「しおり」には、生活保護を利

用する上で役に立つことが沢山書いてあります。 

「しおり」には、生健会が具体的に改善を求めて提

案した内容も随分盛り込まれています。届いてない方

は保護課に言ってください。 


